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早乙女晃隆（54）２期目

町民の声に真摯に向き合い、できる

可能性を探り、新しい発想で安心し

て暮らせる持続可能な町づくりに取

り組みます。

産建文教常任委員長

佐藤　宏和（64）２期目

町民が元気で安心して暮らせるよう、

若い人が活躍できるために頑張りま

す。次期町議選には出馬しやすい環

境を作りたいです。

古屋　秀樹（65）１期目

どんなに悪く見える状況でも必ず一

本の白い道があります。剣淵として

できることはまだまだあります。具

体的に動いて参ります。

７
人
の
議
員

　

新
た
な
決
意
で

７
人
の
議
員

　

新
た
な
決
意
で

議　長

大澤　秀明（39）４期目

今年40歳を迎えます。色々な事に挑

戦しすぎて、最近では年上の方から

も体調を心配されますが、これから

も町のために挑戦を続けます。

議会運営委員長

岡　 康 照（52）３期目

陰から議会を支え、地域の今とこれ

からを明るく照らすことができるよ

う努めます。町民の皆様に寄り添い、

共に歩んで参ります。

委 員 長　竹　内　佳　明

副委員長　古　屋　秀　樹

委　　員　早乙女　晃　隆

委　　員　岡　　　康　照

委　　員　酒　井　　　修

総務厚生常任委員会総務厚生常任委員会

委 員 長　岡　　　康　照

副委員長　竹　内　佳　明

委　　員　早乙女　晃　隆

委　　員　佐　藤　宏　和

委　　員　酒　井　　　修

議会運営委員会議会運営委員会

副議長

酒 井 　修（66）３期目

お世話になります。大きなお金を使

わなくても、みんなが笑顔になれる

まちづくりを行っていきたいと思い

ます。剣淵の底力をみせましょう。
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総務厚生常任委員長

竹内　佳明（68）２期目

町民一人ひとりが笑顔と健康で過ご

せる町づくりのために引き続き努め

ます。併せて、普段の「気付き」を

議会で発言します。

委 員 長　佐　藤　宏　和

副委員長　早乙女　晃　隆

委　　員　古　屋　秀　樹

委　　員　酒　井　　　修

委　　員　大　澤　秀　明

産建文教常任委員会産建文教常任委員会

任期のはじまりにあたり、
各議員の好きな言葉と、
抱負をお伝えします。

新
議
会
議
員
抱
負

定
例
会
・
臨
時
会

一  

般  

質  

問

物
価
高
騰
対
応
臨
時
交
付
金

マ
ツ
ダ
イ
ベ
ン
ト
・
編
集
後
記

新
議
会
議
員
抱
負

定
例
会
・
臨
時
会

一  

般  

質  

問

物
価
高
騰
対
応
臨
時
交
付
金

マ
ツ
ダ
イ
ベ
ン
ト
・
編
集
後
記
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改
選
後
初
の
臨
時
会
で
会
期
は
１
日

間
。
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委

員
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
、
士
別
地

方
消
防
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
、

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
大
澤
秀
明
、
副
議
長
に
酒
井
修

が
当
選
。

　
議
　
長
　
大
澤
　
秀
明
　
７
票

　
副
議
長
　
酒
井
　
　
修
　
４
票

　
　
　
　
　
岡
　
　
康
照
　
３
票

　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
委 

員 

長
　
竹
内
　
佳
明

　
　
副
委
員
長
　
古
屋
　
秀
樹

　
産
建
文
教
常
任
委
員
会

　
　
委 

員 

長
　
佐
藤
　
宏
和

　
　
副
委
員
長
　
早
乙
女
晃
隆

　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
委 

員 

長
　
岡
　
　
康
照

　
　
副
委
員
長
　
竹
内
　
佳
明

　
士
別
地
方
消
防
事
務
組
合
議
会
議
員
に

大
澤
秀
明
、
酒
井
修
、
竹
内
佳
明
を
選
任
。

　
改
選
後
初
の
定
例
会
で
会
期
は
２
日

間
。
一
般
質
問
に
５
名
が
登
壇
。
議
案

は
条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
２
件
、

補
正
予
算
７
件
、
人
事
案
件
１
件
で
慎

重
に
審
議
を
行
い
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

●
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

　
　
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ
き
、

　
本
町
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援

　
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
町
、
町

　
民
等
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に

　
し
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
つ
い
て

　
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
ま
す
。

●
特
別
職
・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正

　
　
特
別
職(

議
会
議
員
も
準
用)

の
期
末

　
手
当
支
給
月
数
を
０
．
０
５
月
分
引
上

高橋 正尚氏 (新任)

住所　屯田町1135番地

任期　令和7年12月15日
　　～令和11年12月14日

第
４
回
定
例
会

議
長
・
副
議
長
の
選
挙

監
査
委
員(

識
見)

の
選
任

条 

例 
制 
定

条 

例 

改 

正

第
４
回
定
例
会

　
げ
、
職
員
の
給
与
は
行
政
職
給
料
表
、

　
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
、
宿
直
・
日
直

　
手
当
、
通
勤
手
当
の
改
定
で
す
。

●
一
般
会
計
に
８
１
４
７
万
円
、
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
に
93
万
円
、
国

　
民
健
康
保
険
剣
淵
町
立
診
療
所
特
別

　
会
計
７
７
６
万
円
、
後
期
高
齢
者
医

　
療
特
別
会
計
７
１
万
円
、
介
護
保
険

　
事
業
特
別
会
計
３
２
８
万
円
、
簡
易

　
水
道
事
業
会
計
４
７
０
万
円
を
追
加

　
し
、
下
水
道
事
業
会
計
で
は
８
５
８

　
３
万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
一
般
会
計
で
は
畑
地

　
化
促
進
事
業
交
付
金
等
６
３
１
０
万
円
、

　
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
等
７
１

　
４
万
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
で

　
は
保
険
税
収
納
シ
ス
テ
ム
等
改
修
業
務

　
委
託
料
93
万
円
、
国
民
健
康
保
険
剣
淵

　
町
立
診
療
所
会
計
で
は
職
員
給
料
等
７

　
７
６
万
円
な
ど
で
す
。

２
件
を
採
択
し
ま
し
た

●
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整

　
備
等
に
関
す
る
要
望
意
見
書

　
要
請
団
体
…
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

●
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
確
立
に
関

　
す
る
予
算
の
拡
充
等
を
求
め
る
要
望

　
意
見
書

　
要
請
団
体
…
剣
淵
農
民
連
盟

　
議
案
は
補
正
予
算
２
件
が
あ
り
、
慎

重
に
審
議
を
行
い
原
案
通
り
可
決
し
ま

し
た
。

●
一
般
会
計
３
６
９
７
万
円
、
国
民
健

　
康
保
険
事
業
特
別
会
計
15
万
円
を
追

　
加
し
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
物
価
高
騰
対
応
重
点

　
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
す
。

　
（
10
Ｐ
に
項
目
を
掲
載
）

　
　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で
は
、

　
事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
ガ
バ
メ
ン
ト

　
ク
ラ
ウ
ド
利
用
料
15
万
円
で
す
。

12/23

24
～

第
５
回
臨
時
会
12
15

第
５
回
臨
時
会

選
挙
結
果

選
挙
結
果

人 

事 

案 

件

副
町
長
の
選
任
に
同
意

副
町
長
の
選
任
に
同
意

板東 雅史氏 (新任)

住所　仲町26番４号

任期　令和7年12月28日
　　～令和11年12月27日

要
望
意
見
書

第
１
回
臨
時
会
１
14

第
１
回
臨
時
会

補 

正 

予 

算

新
議
会
議
員
抱
負

定
例
会
・
臨
時
会

一  

般  

質  

問

物
価
高
騰
対
応
臨
時
交
付
金

マ
ツ
ダ
イ
ベ
ン
ト
・
編
集
後
記

補 

正 

予 

算

畑
地
化
促
進
事
業
交
付
金
ほ
か

畑
地
化
促
進
事
業
交
付
金
ほ
か
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一般質問一般質問

人口減少など従来の課題に対応しつつ、財源確保と既存
事業の見直しをどのような考え方で進めていくのか

教育・福祉と稼ぐ町を柱に、財源確保を図りながら
歳出見直しを進め、町民と歩調を合わせて小さな変
化を積み重ねていきたい

岡
　
康
照 

議
員

　
町
長
が
選
挙
戦
で
掲
げ
た
公
約
の
う

ち
、
任
期
４
年
間
で
特
に
ど
の
分
野
を

重
点
分
野
と
し
て
位
置
付
け
る
の
か
。

ま
た
、
人
口
減
少
な
ど
従
来
の
課
題
に

対
応
し
つ
つ
、
財
源
確
保
と
既
存
事
業

の
見
直
し
を
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
進

め
て
い
く
の
か
伺
う
。

西
岡
将
晴 

町
長

　

公
約
と
し
て
掲
げ
た
「
オ
ー
ル
剣
淵

で
の
活
性
化
」「
教
育
・
福
祉
の
充
実
」

「
稼
ぐ
町
」
は
、
い
ず
れ
も
剣
淵
町
の

持
続
的
発
展
に
欠
か
せ
な
い
柱
で
あ
る
。

４
年
間
で
は
、
町
の
将
来
像
に
直
結
す

る
施
策
と
、
基
盤
を
強
化
す
る
施
策
を

両
立
し
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
最
優
先
は
教
育
と
福
祉
で
あ

り
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
と
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
、
住
民
満
足
度
と
人
口
維
持
の
土

台
と
し
た
い
。
財
源
確
保
の
基
本
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
歳
入
の
増
加
、
国

・
道
補
助
金
や
民
間
連
携
の
活
用
、
行

政
コ
ス
ト
削
減
の
３
点
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
住
み
よ
さ
と

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
中

で
、
過
去
の
良
い
流
れ
を
生
か
し
つ
つ
、

時
代
や
財
政
状
況
に
応
じ
て
変
化
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

岡 

議
員

　
教
育
・
福
祉
を
最
優
先
と
さ
れ
た
が
、

任
期
４
年
間
の
終
わ
り
に
、
ど
の
よ
う

な
姿
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
訴
え
た
こ
と

が
形
に
な
っ
た
と
言
え
る
と
考
え
る
か
。

西
岡 

町
長

　

子
育
て
世
代
の
方
々
に
変
わ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
、
任
期
前
半
戦
に
お
い
て
最

大
限
力
を
注
ぎ
た
い
。

岡 

議
員

　
短
期
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
人
口
対

策
な
ど
時
間
を
要
す
る
課
題
も
あ
る
。

長
期
目
線
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を

考
え
て
い
る
か
。

西
岡 

町
長

　

歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し
が
必
要
で
、

今
の
実
情
に
合
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

岡 

議
員

　
自
治
体
の
稼
ぐ
力
に
は
限
界
が
あ
り
、

背
伸
び
し
な
い
範
囲
で
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
で
得

た
財
源
は
、
教
育
・
福
祉
や
、
絵
本
・

農
業
な
ど
剣
淵
ら
し
い
分
野
に
優
先
的

に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

西
岡 

町
長

　

背
伸
び
を
し
な
い
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
。
ふ
る
さ

と
納
税
で
給
食
費
の
部
分
を
賄
う
と
い

う
頑
張
り
を
ま
ず
示
し
て
い
き
た
い
。

岡 

議
員

　
選
択
と
集
中
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減

の
見
直
し
の
判
断
基
準
と
し
て
、
ど
う

い
っ
た
点
を
優
先
さ
れ
る
考
え
か
。

西
岡 

町
長

　

利
用
率
な
ど
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、

集
約
化
や
複
合
化
、
転
用
、
統
合
な
ど

を
検
討
し
、
町
民
の
皆
様
や
利
用
さ
れ

て
い
る
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
判

断
し
て
い
き
た
い
。

岡 

議
員

　
限
ら
れ
た
財
源
・
職
員
体
制
の
中
で
、

何
を
守
り
何
を
見
直
す
か
と
い
う
選
択

は
避
け
ら
れ
な
い
。
ど
の
よ
う
に
納
得

感
を
引
き
出
し
、
ど
う
新
し
い
町
の
姿

を
町
民
に
示
し
て
い
く
か
。

西
岡 

町
長

　

背
伸
び
や
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
町
民
の
皆
様
と
歩

調
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
。
目
指
す
べ

き
姿
は
、
今
ま
で
の
町
政
を
し
っ
か
り

継
承
し
て
い
く
中
で
、
ポ
イ
ン
ト
ポ
イ

ン
ト
で
変
え
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
小

さ
な
成
功
や
変
化
を
積
み
重
ね
て
、
皆

さ
ん
に
体
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

岡 

議
員

　
対
話
と
傾
聴
を
掲
げ
て
い
る
が
、
幅

広
い
町
民
の
声
を
集
め
る
工
夫
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

西
岡 

町
長

　

こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
が
少
し
遠
か

っ
た
若
い
世
代
も
含
め
、
様
々
な
団
体

の
場
に
で
き
る
限
り
足
を
運
び
た
い
。

特
定
の
声
に
偏
ら
ず
、
声
に
な
ら
な
い

声
も
含
め
て
丁
寧
に
拾
い
上
げ
、
政
策

や
行
政
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。 

岡　康照 議員
おか やすてる

町長

新
議
会
議
員
抱
負

定
例
会
・
臨
時
会

一  

般  

質  

問

物
価
高
騰
対
応
臨
時
交
付
金

マ
ツ
ダ
イ
ベ
ン
ト
・
編
集
後
記
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古
屋
秀
樹 

議
員

　
現
在
、
剣
淵
町
に
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
に
関
す
る
条
例
が
な
い
。

こ
れ
で
は
、
町
と
し
て
事
業
者
と
協
議

が
で
き
ず
、
事
業
に
係
る
情
報
を
得
ら

れ
ず
、
事
故
等
が
起
き
て
も
事
業
者
に

報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
町

と
し
て
の
対
応
は
。

　
条
例
が
制
定
さ
れ
た
場
合
、
役
場
へ

の
再
エ
ネ
事
業
の
問
合
せ
対
応
、
条
例

上
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
対
応
体
制

を
ど
う
す
る
か
。
国
に
よ
る
専
門
家
派

遣
制
度
を
活
用
す
る
の
か
。

　
士
別
・
剣
淵
に
跨
る
Ａ
Ｍ
Ｐ
社
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
は
令
和
８
年
５
月
に

始
ま
る
。
町
と
し
て
事
業
者
と
ど
の
よ

う
に
協
議
を
進
め
る
の
か
。

西
岡 

町
長

　

再
エ
ネ
事
業
に
関
し
て
は
町
民
も
心

配
し
、
注
目
し
て
い
る
。
報
道
で
は
無

秩
序
な
開
発
、
環
境
配
慮
を
心
配
す
る

声
が
見
受
け
ら
れ
る
。
剣
淵
町
と
し
て

も
、
国
や
北
海
道
の
法
令
制
度
に
て
補

完
し
な
が
ら
住
民
の
安
心
、
環
境
保
全

の
観
点
か
ら
、
町
の
ル
ー
ル
を
設
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

事
業
者
に
よ
る
住
民
へ
の
説
明
会
、
お

よ
び
環
境
保
全
の
措
置
の
義
務
づ
け
を

検
討
し
て
い
る
。

　

公
害
防
止
、
騒
音
、
景
観
、
水
資
源

等
の
影
響
へ
の
対
応
を
義
務
付
け
た
い
。

　

専
門
家
派
遣
制
度
は
、
自
治
体
の
財

政
的
、
人
的
な
負
担
の
軽
減
に
繋
が
る

有
効
な
制
度
だ
と
思
う
。
活
用
を
検
討

し
た
い
。

　

Ａ
Ｍ
Ｐ
社
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
計
画

に
つ
い
て
は
関
係
す
る
地
権
者
等
に
対

す
る
説
明
会
の
開
催
を
確
認
し
て
い
る
。

剣
淵
町
と
し
て
も
事
業
者
よ
り
事
業
内

容
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。
発
電
設
備

の
配
置
、
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
工

期
、
冬
季
の
除
雪
対
策
、
大
雨
時
の
河

川
の
氾
濫
対
策
の
た
め
池
の
設
置
を
含

む
安
全
対
策
の
説
明
を
受
け
た
。
事
業

の
面
積
に
つ
い
て
は
士
別
市
の
方
が
大

き
い
が
、
事
業
者
と
継
続
し
て
、
士
別

市
と
連
携
し
て
協
議
を
進
め
た
い
。
着

工
予
定
の
５
月
に
向
け
、
施
工
計
画
、

災
害
対
策
の
具
体
化
、
維
持
管
理
方
法

等
に
つ
い
て
、
確
認
を
行
い
、
安
全
で

適
切
な
事
業
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
ゆ
く
。

古
屋 

議
員

　
絵
本
の
館
の
保
管
室
は
、
原
画
に
対

す
る
火
事
に
よ
る
焼
失
、
館
内
で
の
ぼ

や
等
の
煤
に
よ
る
煤
の
汚
れ
に
対
す
る

対
処
は
さ
れ
て
い
な
い
。
地
震
に
よ
り

書
棚
倒
壊
に
よ
る
原
画
破
損
、
保
管
庫

内
の
空
調
配
管
の
漏
水
に
よ
る
損
傷
等

の
建
物
事
故
か
ら
原
画
を
守
る
措
置
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
原
画
が
損
傷
を
受

け
た
場
合
、
原
画
の
回
復
は
困
難
で
あ

り
、
損
失
は
は
か
り
知
れ
な
い
。
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
保
全
し
て
ゆ
く
の
か
。

町
民
の
資
産
で
あ
る
原
画
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
町
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

山
下 

教
育
長

　

絵
本
の
館
は
関
係
法
令
に
沿
っ
た
耐

火
、
防
火
、
耐
震
性
能
を
有
し
て
お
り
、

火
災
報
知
設
備
を
設
置
し
、
毎
年
、
消

防
署
の
立
ち
入
り
検
査
を
受
け
て
い
る
。

原
画
収
蔵
室
は
全
方
位
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
で
覆
わ
れ
、
出
入
口
は
鉄
製
の
壁
と

な
っ
て
い
る
。
絵
本
の
館
の
火
気
は
全

て
オ
ー
ル
電
化
と
な
っ
て
い
る
。
収
蔵

室
に
つ
い
て
は
、
24
時
間
空
調
管
理
を

行
っ
て
お
り
、
空
調
設
備
の
保
守
点
検

や
室
内
温
度
の
異
常
を
警
備
会
社
に
通

報
す
る
装
置
を
設
置
し
、
原
画
の
保
全

に
努
め
て
い
る
。

　

町
所
蔵
原
画
展
は
、
自
主
企
画
展
で

活
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
機
会
は
少
な

い
。
絵
本
の
館
展
示
ホ
ー
ル
で
は
年
間

２
０
０
日
程
度
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
。
町
所
蔵
の
原
画
展
の
機
会
を
増

や
せ
る
か
検
討
す
る
。
原
画
の
貸
し
出

し
は
、
依
頼
が
あ
れ
ば
行
う
が
、
原
画

は
美
術
品
で
あ
り
、
展
示
会
場
に
お
け

る
展
示
方
法
や
管
理
方
法
等
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
貸
し
出
し
を
行
わ
な
い
。

　

絵
本
原
画
の
展
示
、
貸
し
出
し
以
外

の
活
用
に
つ
い
て
、
町
民
、
絵
本
の
里

を
創
ろ
う
会
等
の
意
見
に
よ
り
研
究
を

し
て
ゆ
く
。

絵
本
原
画
の
適
切
な
保
全
と

利
活
用
に
つ
い
て

一般質問一般質問

剣淵町における再エネ条例の制定に向けた
動きと予定事業への対応は

条例制定に向けて役場内で研究中。騒音、景観、
水資源に配慮する

古屋秀樹 議員
ふるや ひでき

町長

新
議
会
議
員
抱
負

定
例
会
・
臨
時
会

一  

般  

質  

問

物
価
高
騰
対
応
臨
時
交
付
金

マ
ツ
ダ
イ
ベ
ン
ト
・
編
集
後
記
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竹
内
佳
明 

議
員

　

西
岡
町
長
は
、
就
任
４
日
目
と
い
う

こ
と
で
、
様
々
な
町
政
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
具
体
的
な

方
針
を
す
ぐ
に
示
す
こ
と
が
困
難
と
は

察
知
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、
町
政

も
停
滞
が
許
さ
れ
な
い
状
況
で
す
。
①

職
員
の
英
知
を
は
か
る
た
め
の
取
り
組

み
、
②
機
構
改
革
の
必
要
性
、
③
持
続

可
能
な
財
政
計
画
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

考
え
を
伺
い
た
い
。

西
岡 
町
長

　

ま
ず
１
点
目
は
職
員
一
人
ひ
と
り
が

持
っ
て
い
る
能
力
、
ス
キ
ル
・
情
熱
を

最
大
限
に
発
揮
し
、
引
き
出
し
て
い
き

た
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や
地
域
課
題

の
分
析
に
関
す
る
専
門
知
識
な
ど
を
習

得
す
る
学
習
機
会
を
増
や
し
、
政
策
形

成
能
力
を
高
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
若
手
・
女
性
職
員
が
意
見
を

述
べ
や
す
い
、
言
い
や
す
い
環
境
整
備

を
行
い
、
新
し
い
発
想
、
斬
新
な
提
案

を
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ

る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
。

　

２
点
目
の
機
構
改
革
は
、
単
な
る
、

部
署
の
再
編
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、

町
民
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
効
率
的
な
行

政
運
営
を
目
指
す
た
め
の
手
段
と
考
え

て
、
現
在
進
行
中
の
業
務
の
必
要
性
、

各
課
の
業
務
量
、
そ
し
て
、
町
民
の
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
具
体
的
な
要
望
を

踏
ま
え
て
徹
底
し
た
現
状
の
分
析
を
行

っ
て
い
く
。

　

３
点
目
で
町
政
の
基
盤
と
な
る
財
政

の
健
全
性
は
、
今
後
と
も
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
の
大
前
提
で
あ
り
、
現
状

で
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障

費
の
増
加
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
・
修

繕
な
ど
で
避
け
ら
れ
な
い
支
出
を
見
据

え
た
中
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

と
認
識
し
て
い
る
。

　

収
入
の
確
保
で
は
、
低
い
ふ
る
さ
と

納
税
の
額
を
上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み

強
化
、
外
部
資
金
活
用
で
は
、
国
や
道

の
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
を
戦
略
的
に

獲
得
し
て
行
く
。

　

ま
た
、
民
間
と
の
協
働
や
委
託
な
ど

で
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
、
事
務
効
率
化
、

行
政
改
革
の
継
続
を
実
施
し
て
、
簡
素

で
効
率
的
な
町
政
の
運
営
を
引
き
続
き

推
進
し
て
い
き
た
い
。

竹
内 

議
員

　

職
員
の
英
知
を
は
か
る
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

西
岡 

町
長

　

課
を
横
断
し
て
学
習
し
、
ブ
レ
ー
ン

ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
行
う
形
を
取
り
な
が

ら
、
そ
こ
に
町
民
の
方
の
意
見
を
聞
く

機
会
を
簡
易
で
作
っ
て
い
き
た
い
。

竹
内 

議
員

　

早
期
の
機
構
改
革
の
必
要
性
は
？

西
岡 

町
長

　

効
率
的
に
や
る
場
合
に
機
構
改
革
は

必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
、
段
階
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

竹
内 

議
員

　

中
期
的
な
財
政
計
画
の
見
通
し
を
早

急
に
立
て
る
べ
き
か
と
思
う
が
。

西
岡 

町
長

　

財
源
の
確
保
、
財
政
的
な
見
通
し
な

く
し
て
行
政
の
推
進
は
で
き
な
い
。
国

の
重
点
支
援
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
、

助
走
期
間
を
設
け
て
次
に
つ
な
げ
た
い
。

短
期
で
は
な
く
中
期
で
申
し
上
げ
る
と
、

自
分
の
在
任
期
間
中
に
町
の
各
種
計
画

と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
実
現
可
能

な
内
容
に
つ
い
て
、
組
み
立
て
て
い
き

た
い
。

西岡町長の町政に臨まれる考えについて

職員が持っている能力、スキル・情熱を最大限に発揮し、
町政に引き出す。機構改革は町民のサービス向上、効率的
な行政運営の手段であり、財政の健全性は持続可能なまち
づくりの大前提と考えている

町長

竹内佳明 議員
たけうち よしあき

新
議
会
議
員
抱
負

物
価
高
騰
対
応
臨
時
交
付
金

マ
ツ
ダ
イ
ベ
ン
ト
・
編
集
後
記

定
例
会
・
臨
時
会

一  

般  

質  

問
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公約に掲げる「町の稼ぐ力の強化」について

ふるさと納税の効果的なプロモーション戦略
を立てて専門スタッフを配置する

2026.3  Vol.153 8

佐
藤
宏
和 

議
員

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
物
価
高

騰
、
公
共
施
設
維
持
費
の
増
大
な
ど
に

よ
り
、
地
方
自
治
体
の
財
政
運
営
は
今

後
一
層
厳
し
く
な
る
。
地
方
交
付
税
の

大
幅
な
増
額
が
見
込
め
な
い
中
、
歳
出

削
減
と
と
も
に
歳
入
確
保
が
不
可
欠
で

あ
る
。
新
町
長
が
公
約
に
掲
げ
る
「
町

の
稼
ぐ
力
の
強
化
」
に
つ
い
て
、
ふ
る

さ
と
納
税
、
観
光
、
企
業
誘
致
を
中
心

に
具
体
的
な
計
画
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

西
岡 

町
長

　

町
政
運
営
の
大
前
提
は
健
全
性
と
持

続
可
能
性
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め

「
稼
ぐ
力
の
強
化
」
を
進
め
ま
す
。
特

に
ふ
る
さ
と
納
税
は
伸
び
代
が
あ
り
、

即
効
性
の
高
い
歳
入
確
保
策
と
位
置
付

け
、
単
な
る
寄
付
で
は
な
く
「
剣
淵
町

の
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」
と
し
て
強
化
す
る
。
専
門
ス

タ
ッ
フ
は
町
職
員
に
限
ら
ず
、
外
部
人

材
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
も
含
め
、

柔
軟
に
検
討
し
、
返
礼
品
開
発
、
デ
ー

タ
分
析
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る
。

　

観
光
分
野
で
は
「
絵
本
の
里
け
ん
ぶ

ち
」
を
最
大
の
ブ
ラ
ン
ド
と
捉
え
、
既

存
施
設
や
自
然
資
源
を
生
か
し
た
滞
在

型
・
体
験
型
観
光
を
推
進
し
、
交
流
人

口
・
関
係
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
既
存
進
出

企
業
の
成
功
事
例
を
踏
ま
え
、
地
域
特

性
に
合
っ
た
企
業
を
対
象
に
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
行
い
、
雇
用
創
出
と
産
業
多

角
化
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
。

佐
藤 

議
員

　
新
聞
記
事
に
「
現
在
町
が
進
め
る
、

道
の
駅
と
道
央
自
動
車
道
を
接
続
す
る

パ
ー
キ
ン
グ
構
想
は
財
政
が
裕
福
で
な

い
状
況
で
は
不
要
だ
と
考
え
る
。」
と
、

あ
っ
た
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
考
え
を

伺
う
。

西
岡 

町
長

　

道
の
駅
と
高
速
道
路
接
続
構
想
に
つ

い
て
は
「
町
の
一
般
財
源
を
大
量
投
入

す
る
前
提
で
あ
れ
ば
不
要
」
と
い
う
趣

旨
で
あ
り
、
補
助
制
度
等
に
よ
り
町
負

担
が
抑
え
ら
れ
、
町
に
有
利
で
あ
れ
ば

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

佐
藤 

議
員

　
農
業
は
人
手
不
足
や
高
齢
化
、
気
象

変
動
、
水
田
活
用
交
付
金
見
直
し
な
ど

大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
剣
淵

町
で
は
転
作
率
が
８
割
を
超
え
、
令
和

９
年
度
以
降
の
制
度
改
正
の
影
響
は
深

刻
で
あ
る
。
若
手
農
業
者
が
希
望
を
持

て
る
「
儲
か
る
農
業
」
を
実
現
す
る
た

め
、
公
約
に
掲
げ
る
後
継
者
育
成
、
労

働
力
確
保
、
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
の
考

え
を
伺
う
。

西
岡 

町
長

　

後
継
者
確
保
は
親
元
就
農
が
中
心
で
、

新
規
就
農
は
土
地
・
設
備
負
担
が
大
き

い
現
状
に
あ
る
が
、
剣
淵
高
校
や
農
業

大
学
で
学
び
就
農
す
る
若
手
も
一
定
数

存
在
す
る
。
労
働
力
確
保
に
つ
い
て
は
、

短
期
就
労
や
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
民
間
主
導
の
人
材
募
集
が
既
に
成

果
を
上
げ
て
お
り
、
行
政
は
そ
の
動
き

を
把
握
し
支
援
し
て
行
く
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
多

様
な
入
口
を
通
じ
、
農
業
に
関
心
を
持

つ
人
材
の
受
け
入
れ
も
検
討
の
対
象
と

し
た
い
。
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
は
、

省
力
化
に
よ
る
人
手
不
足
対
策
の
「
最

大
の
武
器
」
と
位
置
付
け
、
需
要
や
効

果
を
見
極
め
な
が
ら
予
算
編
成
で
検
討

す
る
。
さ
ら
に
、
若
手
農
業
者
の
意
見

を
重
視
し
、
経
営
視
点
の
導
入
、
ブ
ラ

ン
ド
化
や
高
収
益
作
物
へ
の
挑
戦
、
人

材
育
成
・
学
び
の
場
づ
く
り
を
進
め
、

「
夢
を
描
け
る
農
業
」
「
持
続
可
能
な

農
業
」
の
実
現
を
目
指
し
て
行
き
た
い
。

農
業
の
展
望
と
課
題
解
決
に
つ
い
て

町長

佐藤宏和 議員
さ と う ひろかず
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役場職員との一体感をどう創っていくのか

私から積極的に対話を行い、職員の声を聴いていきたい町長

2026.3  Vol.153

酒
井
　
修 

議
員

　
今
回
の
町
長
選
挙
で
現
職
候
補
が
敗

れ
、
新
人
町
長
が
就
任
し
た
こ
と
は
、

剣
淵
町
に
お
い
て
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス

で
、
年
齢
に
よ
っ
て
は
、
年
下
の
町
長

と
な
る
職
員
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
町
民
も
職
員
も
不
安
に
な
っ
て

い
る
と
思
う
。
役
場
と
町
民
が
混
乱
し

な
い
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

西
岡 

町
長

　

新
人
町
長
の
就
任
と
い
う
の
は
、
職

員
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
だ
と
思
う
。

今
ま
で
職
員
で
あ
っ
た
と
は
言
っ
て
も
、

世
代
が
一
気
に
下
が
る
こ
と
に
は
、
不

安
を
感
じ
る
の
が
当
た
り
前
と
理
解
を

し
て
い
る
。
前
例
が
な
い
分
、
慎
重
な

舵
取
り
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
認

識
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
役
場
職
員
と
の
一
体
感
を
作

る
た
め
に
は
、
私
、
自
ら
が
積
極
的
に

対
話
を
し
て
、
職
員
の
声
を
聴
く
こ
と

が
最
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
職
員

の
現
状
の
課
題
に
対
す
る
意
見
、
そ
し

て
懸
念
を
発
言
で
き
る
雰
囲
気
を
作
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
職
員
の
皆
さ
ん
は
、

最
大
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
町
政
運

営
に
お
け
る
町
職
員
の
重
要
性
を
改
め

て
強
調
し
て
い
き
た
い
。

　

特
に
経
験
豊
富
な
職
員
に
は
、
経
験

や
知
見
、
そ
れ
ら
を
尊
重
し
な
が
ら
、

ま
た
若
い
職
員
に
は
、
新
し
い
視
点
や

技
術
、
柔
軟
な
発
想
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
た
姿
勢
を
示
し
て
、
一
体
感
を
醸

成
し
て
い
き
た
い
。

　

次
に
町
民
の
皆
様
の
た
め
に
、
よ
り

よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、

一
緒
に
変
革
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と

前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
き

た
い
。

酒
井 

議
員

　
今
の
役
場
は
昔
と
違
い
、
募
集
し
て

も
な
か
な
か
職
員
が
集
ま
ら
な
い
状
況

で
あ
り
、
逆
に
退
職
し
て
い
く
職
員
が

増
え
て
お
り
、
こ
れ
が
続
け
ば
剣
淵
町

に
と
っ
て
の
死
活
問
題
に
な
っ
て
し
ま

う
。
町
長
の
言
う
、
稼
ぐ
力
は
間
違
い

な
く
必
要
だ
が
、
剣
淵
町
が
生
き
続
け

る
こ
と
は
も
っ
と
大
切
で
あ
る
。
剣
淵

町
が
生
き
続
け
る
た
め
に
は
、
政
策
も

大
事
だ
が
、
職
員
を
何
と
か
し
て
か
き

集
め
て
く
る
。
そ
し
て
、
職
員
を
や
め

さ
せ
な
い
よ
う
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
点
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

西
岡 
町
長

　

世
代
間
の
考
え
方
の
違
い
と
か
、
感

覚
の
違
い
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
も

あ
る
の
で
、
そ
の
辺
を
上
手
に
理
解
し

合
え
る
よ
う
な
仕
組
み
、
或
い
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
う
。
で
き
る
限
り
、
辞
め
な
い
で

町
で
働
い
て
地
域
づ
く
り
に
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
そ
う
い
う
体
制
を
強

化
し
て
き
た
い
。

酒
井 

議
員

　
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
の
話
が
出
て
い
た
が
、

そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
特
に
難
し
い

問
題
だ
と
感
じ
る
。
本
当
に
町
民
、
職

員
等
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
納
得
い
く
ま

で
話
し
合
っ
て
、
拙
速
な
判
断
を
し
て

は
い
け
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
施
設
の

運
営
は
も
う
難
し
い
と
考
え
て
も
、
そ

こ
に
依
存
し
て
い
る
方
は
絶
対
い
る
わ

け
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
思
い

も
、
く
み
上
げ
る
こ
と
は
、
必
要
な
の

か
な
と
考
え
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て

は
い
か
が
か
。

西
岡 

町
長

　

弱
者
の
切
り
捨
て
み
た
い
な
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
何
か
を
や
る

に
し
て
も
、
先
ほ
ど
来
申
し
上
げ
て
い

る
通
り
、
や
は
り
説
明
は
納
得
し
て
い

た
だ
か
な
い
う
ち
に
、
そ
れ
を
断
行
す

る
と
か
、
行
政
側
の
思
い
だ
け
で
答
申

す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
や
っ
て
は
い
け

な
い
と
考
え
て
い
る
。
対
話
と
傾
聴
を

し
っ
か
り
繰
り
返
し
な
が
ら
話
を
進
め

て
い
き
た
い
。

一般質問一般質問

酒井　修 議員
さかい おさむ

9

新
議
会
議
員
抱
負

物
価
高
騰
対
応
臨
時
交
付
金

マ
ツ
ダ
イ
ベ
ン
ト
・
編
集
後
記

定
例
会
・
臨
時
会

一  

般  

質  

問



2026.3  Vol.153 10

　

表
紙
の
写
真
は
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

で
の
一
コ
マ
で
す
。
今
年
も
ガ
ー
リ

ィ
レ
コ
ー
ド
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、

た
く
さ
ん
の
町
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

雪
に
覆
わ
れ
る
日
々
が
続
く
中
、

春
を
間
近
に
控
え
、
静
か
に
新
年
度

へ
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
の
町
長
・
議
員
選
挙
を

経
て
、
本
町
は
新
た
な
体
制
で
町
政

が
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
も
よ
り
分
か
り
や
す
く
、

開
か
れ
た
議
会
を
つ
た
え
る
紙
面
を

心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
早
乙
女
）

　
　
　

委
員
長　

早
乙
女　

晃　

隆

　
　

副
委
員
長　

酒　

井　
　
　

修

　
　
　

委　

員　

岡　
　
　

康　

照

　
　
　
　
　
　
　

竹　

内　

佳　

明

　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

宏　

和

　
　
　
　
　
　
　

古　

屋　

秀　

樹

編

集

後

記

編

集

後

記

物
価
高
騰
対
応
臨
時
交
付
金

　

内
閣
に
お
い
て
令
和
七
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
は
十
一
月
二
十
八
日
閣
議
決
定
、

十
二
月
一
六
日
参
議
院
で
の
可
決
を
も
っ

て
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
国
よ

り
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
拡
充
の
形
で
、

剣
淵
町
に
対
し
、
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
剣
淵
町
と
し
て
は
、
国
よ

り
示
さ
れ
た
予
算
枠
と
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ

ー
よ
り
、
３
５
０
０
万
円
を
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
計

画
を
国
に
対
し
て
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
の
計
画
に
基
づ
く
交
付
金
の
使

途
と
し
て
、
町
が
補
正
予
算
を
議
会
に
諮

り
ま
し
た
。
な
お
、
予
算
総
額
は
、
地
方

交
付
税
、
道
支
出
金
の
増
、
お
よ
び
本
補

正
に
伴
う
財
源
調
整
に
よ
り
、
総
額
と
し

て
３
６
９
７
万
円
の
増
と
な
り
、
歳
入
歳

出
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
４
３
億
６
９
０
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
の
主
な
項
目
は
次
の
通
り

で
す
。
（
万
円
以
下
省
略
）

〇
給
食
事
業
費

２
７
８
万
円

（
小
中
高
学
生

の
保
護
者
に
対

し
負
担
軽
減
の

た
め
学
校
給
食

費
を
支
援
）

〇
社
会
福
祉
施
設
等
支
援

９
０
０
万
円

（
対
象:

障
害
者
支
援
施
設
２
施
設
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
１
施
設
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
１
事
業
所
、
有
料
老
人
ホ

ー
ム
１
事
業
所
）

〇
子
育
て
世
帯
支
援

３
１
１
万
円

（
０
歳
～
高
校
３
年
生
ま
で
、
一
人
あ

た
り
１
万
円
の
追
加
給
付
）

〇
農
作
物
生
産
資
材
等
支
援

１
９
７
１
万
円

（
町
内
の
経
営
所
得
安
定
対
策
対
象
農

業
者
に
対
し
、
耕
作
面
積
に
応
じ
て
交

付
）

〇
酪
農
飼
料
高
騰
対
策

１
６
８
万
円

（
酪
農
畜
産
経
営
者
の
負
担
軽
減
支
援

と
し
て
、
牛
の
飼
養
頭
数
に
応
じ
て
交

付
）

〇
観
光
事
業
者
支
援

５
０
万
円

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
と
し
て

支
援
）

　

こ
れ
ら
の
項
目
は
、
議
員
に
よ
る
内

容
確
認
質
疑
の
後
、
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
月
１
日
西
原
町
の
「
マ
ツ
ダ
自
動

車
試
験
場
」
を
開
放
し
て
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
４
０
０
人
が

来
場
し
マ
ツ
ダ
車
の
体
験
搭
乗
や
各
種

ゲ
ー
ム
、
マ
ツ
ダ
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た

る
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会
場

を
訪
れ
た
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
屋

内
で
は
「
剣
淵
高
校
」
「
燻
し
家
」

「
マ
ツ
ダ
株
式
会
社
」
の
コ
ラ
ボ
カ
レ

ー
（
が
ん
す
カ
レ
ー
）
が
無
料
で
ふ
る

ま
わ
れ
ま
し
た
。
［
が
ん
す
］
と
は
、

白
身
魚
の
す
り
身
に
玉
ね
ぎ
や
唐
辛
子

な
ど
を
混
ぜ
、
長
方
形
に
成
形
し
パ
ン

粉
を
ま
ぶ
し
て
あ
げ
た
も
の
で
、
広
島

県
で
親
し
ま
れ
て
い
る
製
品
で
す
。
剣

淵
高
校
の
生
徒
が
選
定
し
シ
ー
ル
デ
ザ

イ
ン
も
手
掛
け
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
道
の
駅
で
は
、
前
日
か
ら
２
日

間
に
わ
た
り
「
広
島
物
産
展
」
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
も
み
じ
饅
頭
、
カ
キ
の

加
工
品
、
瀬
戸
内
レ
モ
ン
や
み
か
ん
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
商
品
が
並
び
、
人
気

の
ス
イ
ー
ツ
は
数
時
間
で
完
売
し
て
い

ま
し
た
。
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